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【履 歴】
１９７１年３月 法政大学経済学部経済学科卒業
１９７３年３月 法政大学大学院社会科学研究科経済学専攻修士課程修了
１９７６年３月 京都大学大学院経済学研究科理論経済学・経済史学専攻博士課程単位取得退学
１９６５年４月１日～１９６６年１２月３１日 毎日新聞社大阪本社
１９７６年４月 専修大学経済学部専任講師
１９７９年４月 専修大学経済学部助教授
１９８７年４月 専修大学経済学部教授
【業 績】
【著書】
「国家独占資本主義の本質と類型―J・コッカの国独資論批判によせて―」『比較社会史の諸問題（大野英二先
生還暦記念論文集）』（共著 第１３章）未来社 １９８４年。
「日米産業構造の変革」『現代日本の産業構造』（共著 第１部第章）青木書店 １９９１年
「リストラクチュアリング概念の再検討」『危機における現代経済の諸相』（共著 第６章）八朔社 １９９２年
「１９９０年代アメリカ資本主義の新展開」『日本の産業構造―ポスト冷戦期の展開』（共著 第章）青木書店
１９９９年
「グローバリゼーションの起点―アメリカ資本主義の歴史的展開を中心として―」『グローバリゼーションと日
本』（共著 第１２章）専修大学出版局 ２００１年
「９０年代アメリカ経済の構造と循環」『情報革新と産業ニューウェーブ』（共著 第１章）専修大学出版局 ２００２
年
【論文】
「『資本論』成立過程におけるマルクス「経済表」の意義―マルクスによる再生産論＝恐慌論の体系化を展望し
て―」『土地制度史学』第６１号 １９７３年
「『二つの道』論と『帝国主義論』―レーニンの軍事的・封建的資本主義規定との関連において」『土地制度史
学』第７３号 １９７６年
「再生産表式論の理論的意義とその限度―レーニン「不均等発展表式」の＜体系的＞位置づけを中心として―」
『専修経済学論集』第１２巻第１号 １９７７年
「再生産論体系における利潤論の位置―『資本論』第３巻第３篇第１５章をめぐって―」『土地制度史学』第８０号
１９７８年
「資本制的生産の社会的編成といわゆる「基本的矛盾」―恐慌の潜在的諸要因の措定によせて（上）」『専修経
済学論集』第１５巻第１号 １９８０年
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「資本制的生産の社会的編成といわゆる「基本的矛盾」―恐慌の潜在的諸要因の措定によせて（下）」『専修経
済学論集』第１５巻第２号 １９８１年
「現代帝国主義の構造とスタグフレーション」『社会科学年報』専修大学社会科学研究所第１９号 １９８５年
「現代帝国主義の構造的危機の現局面―Stagflationの必然性と対応策の評価を中心として―」『専修経済学論集』
第４２号 １９８７年
「世界的リストラクチュアリング期における日米関係」『土地制度史学』第１３１号 １９９１年
「２０世紀末不況の分析視角―宮崎義一著『複合不況』をめぐって」『専修経済学論集』第２８巻 第２号 １９９３年
「スタグフレーションの克服と不況突入の諸契機―アメリカを中心として―」『経済と社会』第２号 創風社
１９９５年
「ME情報革命の展開と日米経済関係」『専修経済学論集』第３４巻第３号 ２０００年
「２１世紀初頭アメリカ資本主義の構造と循環」『専修経済学論集』第４３巻第３号 ２００９年
「スタグフレーションからサブプライム・世界経済危機へ（上）」『専修経済学論集』第４９巻第３号 ２０１５年
「スタグフレーションからサブプライム・世界経済危機へ（中）」『専修経済学論集』第５０巻第２号 ２０１５年
「スタグフレーションからサブプライム・世界経済危機へ（下）」『専修経済学論集』第５１巻第３号 ２０１７年
【その他】
「書評・高木彰『再生産表式論の研究』」『土地制度史学』第６７号 １９７５年
「書評・唐渡興宣『世界市場恐慌』」『週刊読書人』１９７９年
「書評・小沢光利『恐慌論史序説』」『土地制度史学』第９９号 １９８３年
「スタグフレーション分析の基本視角」慶応大学「昭和５７・５８年度科学研究費補助金（総合研究 A）研究成果
報告書」１９８４年
「現代帝国主義の構造と循環―分析視角の確定のために」『土地制度史学』第１０７号 １９８５年
「今次不況の特異性に関する一考察―アメリカでの議論を中心に―」東北大学研究年報『経済学』第５６巻第３
号 １９９５年
「書評・侘美光彦『世界大恐慌―１９２９年恐慌の過程と原因』」『土地制度史学』第１５６号
「華南経済圏進出日本企業の実態調査の計画と概要」専修大学『社会科学研究所月報』第４３４号 １９９９年
「『戦後７０年：日本資本主義の現局面』特集にあたって―「戦後５０年」から「戦後７０年」へ」経済理論学会編『季
刊経済理論』第５２巻第４号 ２０１６年
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